
 

第１０期演奏会              プログラム  

と き：令和４年５月２２日（日）１５時３０分開演  ところ：倉吉未来中心 小ホール 

 

  

１．LEGEN 童  演奏：和太鼓 LEGEN 童  2020 年発表 作曲：村田速実  

  和太鼓 LEGEN 童は、2013 年に打吹童子ばやしを卒業しても太鼓がしたいというメンバーが集まって結成されました。 

LEGEN 童とは「伝説を打つ童子」を意味しています。和太鼓としの笛で編成されていて、打吹童子ばやしの曲はもちろん、 

和太鼓 LEGEN 童のオリジナル曲で、ふるさとの「元気発信」をテーマに演奏活動をしています。第 10 期は、中学生９人、 

高校生 5 人、短大生 1 人 で活動しています。（団員募集中） 

 

 

  

２．花舞姫／ＫＡＢＵＫＩ 演奏：和太鼓 LEGEN 童  2017 年発表 作曲：村田速実 

 序章：霊峰大山  一章：まほろば  二章：花舞姫 

 

 

  

 

３．みつぼしの夜に   年発表 作曲：村田速実  

 

 

 

 

４．夢童子   年発表 作曲：村田速実          

   

 

 

 

 

【ゲスト】打吹童子ばやし第３１期 

      

５．打吹童子ばやし「天女と童子の物語」 1992 年発表 作曲：山本喜三 ／ 編曲：倉吉打吹太鼓奏者の会、村田速実   

 

 

 

 

 

 

 

うつぶきどうじ てんにょ どうじ  ものがたり 

打吹童子ばやし創設からのオリジナル曲です。プロローグ、一章：打吹、二章：天女伝説、三章：追憶・祭囃子 

 

ゆめどうじ 

 

ふるさとの風景を曲にしました。最後はロック調で、曲名そのままにノリが良いので手拍子で盛り上がってください。 

かぶき 

れじぇんどう  

よる 

倉吉の夏祭り「打吹まつり」のみつぼし踊りは、太鼓に合わせてみんなが笑顔で踊る楽しい夜です。 

 

子ども達の未来が、天を舞う童子のように平和でありますようにと願いを込めて演奏します。 

 



 

６．雷 神  ～ 目覚めのとき ～   2020 年発表 作曲：村田速実  

    

 

   

 

 

７．飛天花火   演奏：和太鼓ＬＥＧＥＮ童   2016 年発表 作曲：村田速実  

 

 

 

 

８．福の神 ～ 福の神に会える街 倉吉 ～  2021 年発表 作曲：村田速実   

  

 

 

 

 

   

９．望 郷   ～ 遊べよ幼子 ～    2019 年発表 作曲：村田速実    

 

 

 

 

 

１０．里見伝説「新・八犬伝」 2006 年発表 作曲：村田速実 【鳥取県青少年郷土芸能の祭典 2006 で創作郷土芸能として初披露】  

     伏姫の章  雷鳴の章  八犬士の章  玉梓の章   戦いの章  祈りの章   希望の章   

    倉吉市東町にある曹洞宗のお寺「大岳院」には、第１０代里見家当主里見忠義公と八賢士の墓があります。里見伝説といえば千 

葉県館山市。曲亭馬琴が書いた「南総里見八犬伝」が有名ですね。「世は戦国となりしころ」と物語は始まります。戦国時代の関 

東が舞台です。倉吉で生涯を終えた里見忠義公と八賢士の話をモデルにしたのではないかとされています。 

さ 

  

 

 

  

 

１１．ＭＡＴＳＵＲＩ  2010 年発表 作曲：村田速実     

打吹まつりの初日を打吹童子ばやしお祭り隊が盛り上げています。 

 

 

 

まつり 

≪ フィナーレ ≫    みなさん手拍子で盛り上がりましょう。 

ふく かみ 

「福の神に会える街 くらよし」をイメージして、懐かしく新しい、楽しい曲をと童子ばやしの子どもたちが演奏する姿を 

思い描いて作曲しました。打吹童子ばやしの子どもたちが演奏するとどうも楽しいというより勢いがつきすぎて力強い演奏に

なってしまいます。これはこれで楽しい。2022 年少しリニューアルして、子どもたちが、みなさまに「福」をプレゼントし

ます。 

 

和太鼓 LEGEN 童メンバーと打吹童子ばやし第３１期のメンバーで、元気に演奏します。 

今年の打吹まつりでは、打吹童子ばやしお祭り隊の山車を巡行させたいと思っています。 

本当は、わっしょい♪ワッショイ♪と大声を出して盛り上がりたいところですが、 

今日は声の代わりに、大きな手拍子をお願いしますね。 

序章  一章：噴水花火  二章：ナイアガラ  三章：仕掛け花火  四章：スターマイン   

五章：夢花火   夢や希望、みんなの笑顔 倉吉の夜空いっぱいに舞い上がれ！ 

ひてん はなび  

らいじん めざ 

倉吉の賀茂神社の祭神は賀茂別雷神（かもわけいかづちのかみ）です。 

鳥取中部地震の時に、希望ある未来に向かって力強く気持ちを奮い立たせようと作った曲。 

コロナ禍で心が負けそうな今、童子ばやしの子どもたちの手によって、雷神様が目覚めます。 

 

ぼうきょう       あそ  おさなご 

無邪気に遊ぶ幼子たちを見て、ふるさとの幼き日の思い出がよみがえる。子どもたちが打つと「風神雷神」になってしまいます。 

もともとは大太鼓だけでの掛け合いの曲でしたが、２９期演奏会（2021 年）で締め太鼓パートを追加してドラマチックな曲に

バージョンアップしました。 

 

さとみでんせつ しん・はっけんでん 

※ 今年は、里見忠義公と八賢士が亡くなってから４００年になります。 

ふく かみ あ   まち くらよし 


